
合
員
加
入
１
０
０
％
を
目
指
し
て
、

受
診
す
る
患
者
さ
ん
に
加
入
を
お

願
い
し
て
い
る
。
増
資
も
そ
の
人

な
り
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

生
協
は
組
合
員
が
主
人
公
。
み
な

さ
ん
の
力
を
結
集
し
、
ハ
ー
ド
も

ソ
フ
ト
も
最
先
端
の
生
協
病
院
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
」

 

地
域
を
訪
問
し
て

　
　
　

 

田
中
利
明
総
代
（
川
場
）

　
「
皆
さ
ん
に
声
を
か
け
、
直
接

話
し
を
す
る
こ
と
が
大
切
。
病
院

に
対
す
る
声
が
聞
け
た
り
、
名
簿

の
整
理
や
増
資
に
も
つ
な
が
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
『
夢
を
か
た
ち

に
』
す
る
た
め
、
増
資
を
訴
え
て

歩
き
た
い
。
一
日
も
早
く
新
病
院

が
出
来
る
事
を
願
い
、
一
緒
に
頑

　

第
37
回
通
常
総
代
会
が
６
月
21
日（
金
）、
ホ
テ
ル
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

利
根
中
央
病
院
「
新
病
院
建
設
計
画
」
を
は
じ
め
、
事
業
方
針
や
予
算
決
定
な
ど
、
す

べ
て
の
議
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
役
員
（
２
面
参
照
）
に

よ
る
第
１
回
理
事
会
に
お
い
て
山
田
忠
夫
理
事
が
理
事
長
に
、
原
田
富
夫
理
事
が
専
務
理

事
に
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

け
等
で
申
請
を
断
念
さ
せ
る
「
水

際
作
戦
」の
合
法
化
、②
親
族
（
曾

祖
父
母
・
ひ
孫
ま
で
）
の
扶
養
を

申
請
要
件
と
す
る
等
と
な
っ
て
い

る
▼
今
年
５
月
、
当
院
も
加
盟
す

る
全
日
本
民
医
連
は
生
活
保
護
利

用
者
の
生
活
実
態
調
査
の
結
果
を

公
表
し
た
。
当
院
の
分
も
含
め
43

都
道
府
県
約
１
５
０
０
人
へ
の
聞

き
取
り
調
査
か
ら
は
、
食
費
の
切

り
詰
め
等
、
ぎ
り
ぎ
り
の
暮
ら
し

ぶ
り
が
浮
き
ぼ
り
に
な
っ
た
▼
回

答
者
は
50
〜
70
代
が
約
６
割
を
占

め
、男
性
の
55
％
、女
性
の
70
％
が

60
歳
以
上
の
単
身
者
。
生
活
保
護

利
用
理
由
の
ト
ッ
プ
は「
病
気
」が

約
６
割
。
う
ち
７
割
は
病
気
に
よ

る
失
業
で
あ
っ
た
。
93
％
が
支
出

を
切
り
詰
め
、
１
日
の
食
費
は
千

円
未
満
が
46
％
。
地
域
の
行
事
に

「
ま
っ
た
く
参
加
し
な
い
」が
74
％
、

冠
婚
葬
祭
に
も
「
ま
っ
た
く
参
加

し
な
い
」
が
51
％
と
あ
っ
た
▼
調

査
結
果
か
ら
は
、
地
域
か
ら
孤
立

す
る
生
活
保
護
利
用
者
の
実
態
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
生
活
保
護
法

の
改
定
は
憲
法
25
条
の「
生
存
権
」

に
反
す
る
。
今
、
憲
法
96
条
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も

憲
法
は
、
99
条
で
国
会
議
員
、
公

務
員
等
は
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す

る
義
務
を
負
っ
て
い
る
▼
憲
法
の

定
め
る「
公
助
」を
追
及
し
つ
つ
、

総
代
会
で
確
認
し
た
利
根
保
健
生

協
の
事
業
と
運
動
で
「
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
」

を
実
現
し
よ
う
。
こ
の
地
域
づ
く

り
に
新
病
院
建
設
は
欠
か
せ
な

い
。
組
合
員
と
職
員
が
一
丸
と
な

り
、
地
域
の
力
も
お
借
り
し
「
夢

を
か
た
ち
に
」
し
よ
う
。（
高
坂
）

　

生
活
保
護
法
の
改
定

が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
改
定
案
で
は
、

①
申
請
書
提
出
義
務
付

一人は万人のために 万人は一人のために

腹八分目に医者知らず、腹七分目に病を知らず、腹六分目に老いを知らず　　良質な食品を選び、バランスを考え、極力小食に心がけましょう

（１） 第526号2013年７月１日（毎月1回1日発行）

すべての議案が議決

田村 照代 理事
（新治）

山嵜 徳子 理事
（利根南）

武井 友一 理事
（組織部長）

茂木 森生 理事
（利南）

木村 畯一 理事
（池田）

細木　 潮 理事
（沼田南）

支
部
活
動
も
大
き
く
前
進

第37回通常総代会

礎
を
築
い
た
一
年

支
部
表
彰

新
任
理
事 

紹
介
　（
出
身
支
部
）　

 　
〈
五
十
音
順
〉

894人から
1,729坪（6,916万円）

一坪増資運動
（2013年６月22日現在）

利根保健生協　2013 年５月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・27,245 人
出 資 金 額・・・・1,300,634,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・47,738 円

理事29名　監事4名　総代202名　班長1389名

http://www.tonehoken.or.jp/tonehoken-kumiai/
ホームページアドレス

発　行　人　山 田 忠 夫　　　編集　「利根の保健」編集委員会
発行部数　21,600　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

　

総
代
２
０
２
人
（
う
ち
書
面
議

決
54
人
、
委
任
15
人
）、
職
員
等

含
め
全
体
で
３
１
１
人
が
参
加

し
、
中
村
秀
夫
、
高
橋
芳
子
両
総

代
の
議
長
で
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
星
野
已
喜
雄
沼
田

市
長
は
「
生
命
の
担
保
を
考
え
た

と
き
、
利
根
保
健
生
協
は
極
め
て

甚
大
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
。
市

と
し
て
で
き
る
限
り
精
一
杯
の
支

援
を
誓
う
」
と
表
明
。
群
馬
県
生

活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
消
費
生
活
課

課
長
（
代
理
鈴
木
博
久
次
長
）、

群
馬
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
の

中
嶋
源
治
会
長
か
ら
も
激
励
の
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

原
田
富
夫
専
務
理
事
よ
り
、
次

年
度
以
降
に
む
け
て
大
き
な
礎
を

築
い
た
昨
年
度
の
事
業
報
告
・
決

算
関
係
、
５
ヵ
年
計
画
等
に
基
づ

き
具
体
的
に
と
り
く
み
出
す
今
年

度
の
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
決

定
。
新
病
院
建
設
計
画
、
役
員
選

任
、
定
款
の
一
部
改
定
、
役
員
報

酬
総
額
の
件
な
ど
、
７
議
案
の
提

案
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
全
体
討
論
で
は
、
議

案
に
対
す
る
質
問
や
補
強
発
言
が

９
人
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

 

「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
」を

　

 　
　

小
崎
昭
子
総
代
（
水
上
）

　
「
み
な
か
み
町
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
事
業
所
選
定
に
む
け
て
、
水

上
支
部
役
員
と
担
当
職
員
で
話
し

合
い
を
重
ね
、
準
備
を
進
め
て
き

た
。
残
念
な
が
ら
選
定
は
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
安
心
の

生
活
の
た
め
に
子
ど
も
・
孫
の
世

代
に
『
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま

ち
』
を
つ
な
げ
て
い
く
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」

 

最
先
端
の
生
協
病
院
に

　

 

藤
原
京
子
総
代
（
月
夜
野
東
）

　
「
毎
月
10
日
、20
日
、30
日
に
組

張
り
ま
し
ょ
う
」

　

こ
の
他
、
新
病
院
へ
の
通
院
の

足
確
保
や
水
害
対
策
の
と
り
く
み

状
況
、
職
員
の
接
遇
に
つ
い
て
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
班
会
の
提
案
な
ど
の
発
言
が

あ
り
、
議
案
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

第
37
回
総
代
会
で
、
理
事
５

人
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
部
由
子
（
６
期
12
年
）、

安
達
澄
（
２
期
４
年
）、
織
田

澤
澄
世
（
７
期
14
年
）、
木
村

由
夫
（
２
期
４
年
）、
小
菅
勉

（
１
期
２
年
） 　
　
〈
敬
称
略
〉

　

退
任
理
事
を
代
表
し
て
、
阿

部
由
子
理
事
か
ら
「
こ
れ
ま
で

多
く
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
で
協
同

の
楽
し
さ
を
み
ん
な
で
共
有
し

た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

生
協
の
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、

「
生
協
強
化
月
間
」
優
秀
活
動
支

部
を
表
彰
し
ま
し
た
。

【
増
資
活
動
の
部
】

　

月
夜
野
東
支
部

【
組
合
員
増
や
し
の
部
】

　

沼
田
東
支
部
、
沼
田
西
支
部
、

　

沼
田
北
支
部
、
利
南
支
部
、

　

池
田
支
部
、
薄
根
支
部
、

　

川
田
支
部
、
白
沢
支
部
、

　

利
根
北
支
部
、
片
品
支
部
、

　

川
場
支
部
、
月
夜
野
東
支
部
、

　

月
夜
野
西
支
部
、
水
上
支
部
、

　

新
治
支
部
、
昭
和
東
支
部
、

　

昭
和
南
支
部

【
班
会
開
催
の
部
】

　

月
夜
野
東
支
部

【
特
別
賞
】

　

月
夜
野
東
支
部

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262
利 根 中 央 病 院
利 根 歯 科 診 療 所
介護老人保健施設とね
とね訪問看護ステーション
と ね 診 療 所
生 協 み な か み 歯 科
片 品 診 療 所

☎（22）4321
☎（24）9418
☎（22）8855
☎（23）3706
☎（24）1202
☎（25）3399
☎（58）3910

事業所

阿部氏　安達氏　織田澤氏　木村氏　小菅氏

理事５人が退任
お疲れさまでした



学童歯の保健教室

利 根 の 保 健

糖尿病予防に、高血糖になりやすい甘味料を控えるよう心がけましょう。○高 ←グラニュー糖、氷砂糖、上白糖、三温糖、黒砂糖、水あめ、蜂蜜、メープルシロップ→○低
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〈
沼
田
東
支
部
〉

山
田
な
つ
江

〈
沼
田
中
支
部
〉

塩
谷　

フ
ミ

〈
沼
田
西
支
部
〉

信
沢　

さ
よ

〈
利
南
支
部
〉

髙
橋　

俊
也

〈
池
田
支
部
〉

斉
藤　

つ
ね

〈
薄
根
支
部
〉

綿
貫　

賢
人

〈
白
沢
支
部
〉

小
沼　

義
和

〈
利
根
北
支
部
〉

髙
井　

明
彦

髙
井　

わ
さ

星
野
三
八
子

〈
利
根
南
支
部
〉

土
屋
い
ゑ
子

〈
片
品
支
部
〉

星
野　

良
一

星
野　

光
子

〈
川
場
支
部
〉

入
澤　

正
子

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

角
田　

広
人

片
桐　

保
代

〈
新
治
支
部
〉

林　
　

久
子

〈
昭
和
南
支
部
〉

兵
藤　

昌
美

〈
高
山
支
部
〉

田
村　

久
子

bbbbbbbbb

bbbbbbbbb

bbbbbbbbb

よ
う

　 

こ
そ

新
し
い
仲
間

▼
5
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
50
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

５
月
の

新
加
入
者

　

新
病
院
の
建
設
に
当
た
っ
て

は
、こ
の
間
約
10
年
間
毎
年
、特
別

増
資
の
お
願
い
に
、
各
組
合
員
さ

ん
へ
「
新
し
い
病
院
が
出
来
る
の

で
」
と
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
長
年
の
夢
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
今
年
度
10
月
に
は
こ

の
夢
が
か
た
ち
と
な
っ
て
始
ま
る

年
と
な
り
、
正
に
地
域
の
人
達
の

い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
事
が
、

こ
の
新
病
院
の
大
き
な
使
命
だ
と

思
い
ま
す
。
昨
年
6
月
に
は
新
病

院
建
設
用
地
を
総
代
会
で
決
定
致

し
ま
し
た
。
そ
の
後
各
支
部
で
総

会
を
開
催
し
組
合
員
さ
ん
か
ら
の

新
病
院
へ
の
思
い
、「
こ
ん
な
病

院
を
造
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
意
見

も
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
然

災
害
で
は
、
洪
水
、
土
砂
災
害
、

地
震
の
問
題
は
大
丈
夫
か
、
通
院

の
足
の
確
保
は
ど
う
し
て
い
く
の

か
、
公
共
交
通
の
整
備
、
等
々
の

不
安
や
、意
見
も
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
新
病
院
建
設
の
基
本
設

計
も
で
き
て
、
現
在
は
建
設
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
も
と
づ
い
て
、
計
画

通
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

10
月
着
工
、
工
事
期
間
2
年
間
か

け
て
２
０
１
５
年
10
月
竣
工
予
定

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
支

部
を
単
位
に
班
を
基
礎
に
し
た
組

合
員
活
動
を
推
進
し
、
地
域
ま
る

ご
と
健
康
づ
く
り
を
、
目
標
に
組

合
員
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
行

く
事
が
、
今
の
私
共
に
課
せ
ら
れ

た
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
新
病
院

建
設
の
成
功
を
願
い
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。

　

6
月
1
日（
土
）利
根
中
央
病
院

研
修
棟
・
講
堂
で
、
理
事
会
平
和

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
主
催
の
「
社

保
学
習
会
に
50
人
が
参
加
。

　

朝
日
さ
ん
は
冒
頭
「
生
活
保
護

法
案
の
衆
院
委
の
審
議
に
参
考
人

と
し
て
意
見
陳
述
を
お
こ
な
い
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
た
っ
た
2

日
間
（
５
月
30
、
31
日
）
の
審
議

で
強
行
採
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」

と
紹
介
。

　

生
活
保
護
制
度
は
憲
法
25
条
で

保
障
さ
れ
た
権
利
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
交
え
な
が
ら
、
保
護
費
が
切

片
品
支
部
（
理
事
）　
　
　

大
　
竹
　
敏
　
彦

新病院建設への
おもい⑥

bbbbbbbbbbbbbbbbb

組
合
員
が
一
体
と
な
っ
て

第30回平和美術展
と　き
 ８月13日（火）～15日（木）

ところ
 沼田市中央公民館

主　催
 第30回利根沼田
 平和美術展実行委員会

第33回平和のための戦争展

ところ　沼田市中央公民館

主　催　第33回利根沼田平和を
　　　　　　語る集い実行委員会　

内　容　・ 日米安保体制と米軍基地
　　　　・ 中国人強制連行事件
　　　　・ 憲法をめぐる問題

と　き　８月９日（金）～１０日（土）

片品役場 8時10分　 利根支所10時50分　 白沢支所14時50分
川場役場13時40分
水上支所 8時50分　 
新治支所10時10分

片品コース
川場コース
水上コース
新治コース

あみの目行進　７月７日（日）

基幹行進　7月10日（水）

沼田公園 17時

みなかみ町役場14時30分

一歩でも二歩でも

     一緒に歩きましょう国民平和大行進

→昭和村役場10時20分→渋川市役所17時
沼田市役所8時50分

最
低
生
活
水
準
の

も
の
さ
し
に
さ
せ
な
い

社保学習会

り
下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
様
々
な
施

策
に
連
動
し
、
最
低
生
活
水
準

の
、
も
の
さ
し
に
も
利
用
さ
れ
影

響
が
で
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　

今
回
「
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
権

利
、
生
活
保
護
～
朝
日
茂
生
誕
１

０
０
年
に
当
た
っ
て
～
」
と
題

し
、
朝
日
茂
さ
ん
と
夫
婦
養
子
縁

組
さ
れ
、
朝
日
訴
訟
上
告
審
を
承

継
し
た
朝
日
健
二
さ
ん
の
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
、
生
活
協
同
組
合

の
「
守
る
・
つ
く
る
・
変
え
る
」

こ
う
し
た
活
動
が
重
要
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

６
月
８
日
（
土
）

第
29
回
赤
ち
ゃ
ん
同

窓
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
の
６
月
か
ら
11
月
生

ま
れ
の
方
が
対
象
で
し
た
。
当
日

は
、
43
組
と
大
勢
の
方
に
参
加
し

小児科医・歯科医の協力を得て

期間

費用

申し込み

6月〜10月

無 料（市が負担）

予約☎22-4321健康管理科まで。

沼田市からの受診券と保険証を必ず持参して下さい。

※10月は混み合いますので早めの受診を
　お勧めします。

※「特定健診受券」がお手元にある方は、受けることができ
ます。なお、自己負担については加入されている社会保険
により異なりますので予約時にお問い合せ下さい。

利根中央病院 22-4321　健康管理科

火・水・木・金・土
※朝9時受付

沼田市在住４０歳以上の方
「特定健診」・「後期高齢者健診」を受けましょう。

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
産

科
・
小
児
科

の
医
師
も
参

加
さ
れ
、
お

母
さ
ん
方
か

ら
は
た
く
さ

ん
の
質
問
が

だ
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
出

産
後
に
同
窓

会
で
会
え
る

の
を
楽
し
み

に
し
て
い

た
」「
3
人
目
も
考
え
た
く
な
っ

た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
か
ら
利
根
歯
科
診
療
所
の
医

師
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
離
乳
食

開
始
後
の
歯
磨
き
の
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
、ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、分
か

り
や
す
い
講
義
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
助
産
師
に
よ
る
ベ
ビ
ー
マ

ッ
サ
ー
ジ
も
好
評
で
し
た
。
栄
養

士
、
保
育
士
、
薬
剤
師
の
相
談
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
、
他
職
種
と
の
協

力
で
短
い
時
間
で
し
た
が
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
、
今
で
も
ひ

と
り
で
生
活
保
護
の
申
請
に

行
っ
て
も
受
付
さ
え
し
て
も

ら
え
な
い
現
状
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

反
貧
困
ネ
ッ
ト
利
根
沼
田

の
設
立
準
備
中
で
、
さ
ら
に

相
談
会
や
炊
き
出
し
の
計
画

が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
憲
法
を
学
習

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
ま
と

め
が
さ
れ
ま
し
た
。

曜　　日 月 火 水 木 金 土
診療体制 １ 診 １ 診 ２ 診 １ 診 １ 診 ２ 診

「皮膚科外来へ受診希望の患者様へ」
　この７月より、皮膚科外来の受診方法が「完全予約制」となります。
但し、熱傷、アナフィラキシー、蜂窩識炎、帯状疱疹等の緊急性の高い
患者様は「予約なし」でも極力診療致します。緊急性（重症度）が低い
場合には、「予約」をしてからの受診となりますので予めご了承下さい。
　また電話予約も可能ですので、受診希望の際には、必ずお電話にてご
確認下さい。
　皆さまのご理解ご協力の程よろしくお願い致します。
尚、診療体制は下記の通りです。

開催場所：生協みなかみ歯科
開催日時：8 月 10 日（土）
受付開始：午後 1 時 30 分
時　　間：2 時～ 3 時 30 分
参 加 費：500 円
☆お申込みは生協みなかみ歯科
　電話番号 0278-25-3399 までご連絡下さい。

☆今年も学童歯の保健教室を開催いたします☆

　舞台は東京大田区の町工場。ガンコ一徹の社長が倒れ、跡を継
いだ息子の合理化・大改革は従業員から大反発。息子も荒れ、家
庭も崩壊の危機に—。
　ある仕事を契機に、ぶつかり合いながらも、お互いの信頼が広
がり、未来を切り開き始める奥田製作所—。

9 月 14 日（土）　利根沼田文化会館大ホール
18：30 開演　20：30 終演予定

お問い合わせ：生協組織部 ☎ 22-2300実行委員大募集！

□主催：劇団銅鑼公演実行委員会
□後援：沼田市 沼田市教育委員会
　　　　沼田市文化協会
　　　　川場村文化協会
　　　　沼田商工会議所　FM OZE

一　般　　 3,000 円
高校生以下 2,000 円

写真提供：劇団銅鑼

第２９回

 赤ちゃん同窓会

理
事
長　

山
田　

忠
夫
（
月
夜
野
東
）

専
務
理
事　

原
田　

富
夫

理　

事　

糸
賀　

俊
一
（
病
院
長
）

　
　
　
　

大
塚　

隆
幸
（
病
院
副
院
長
）

　
　
　
　

高
坂　

浩
明
（
病
院
事
務
長
）

　
　
　
　

原
澤　
　

裕
（
病
院
副
事
務
長
）

　
　
　
　

中
澤
桂
一
郎
（
利
根
歯
科
所
長
）

　
　
　
　

金
子
れ
い
子
（
生
協
本
部
看
護
部
長
）

　
　
　
　

片
山　
　

忍
（
生
協
本
部
総
務
部
長
）

　
　
　

○
武
井　

友
一
（
生
協
本
部
組
織
部
長
）

　
　
　
　

中
原　
　

宏
（
は
る
な
生
協
副
理
事
長
）

　
　
　
　

生
方　

輝
房
（
沼
田
東
）

　
　
　
　

大
竹　

敏
彦
（
片
品
）

　
　
　
　

岡
野　

行
男
（
川
田
）

　
　
　
　

加
藤　

眞
喜
（
利
根
北
）

　
　
　

○
木
村　

畯
一
（
池
田
）

　
　
　
　

雲
越　

萬
枝
（
水
上
）

　
　
　
　

杉
木　

哲
二
（
昭
和
東
）

　
　
　

○
田
村　

照
代
（
新
治
）

　
　
　
　

田
村　

昌
弘
（
月
夜
野
西
）

　
　
　
　

角
田　

正
男
（
沼
田
北
）

　
　
　
　

久
枝　
　

允
（
薄
根
）

　
　
　
　

広
橋　

絹
代
（
月
夜
野
東
）

　
　
　

○
細
木　
　

潮
（
沼
田
南
）

　
　
　
　

三
ツ
井
久
雄
（
沼
田
西
）

　
　
　

○
茂
木　

森
生
（
利
南
）

　
　
　
　

山
口　

久
男
（
高
山
）

　
　
　
　

山
口
ゆ
わ
子
（
昭
和
南
）

　
　
　

○
山
嵜　

徳
子
（
利
根
南
）

　
　
　
　

綿
貫　

藤
江
（
沼
田
中
）

監　

事　

田
中　

明

　
　
　
　

橋
本　

孝
子

　
　
　
　

眞
庭　

一
男

新
理
事
会
体
制
理
事
30
人　

監
事
３
人

※
常
勤
部
以
下
五
十
音
順
、
○
印
は
新
任

〈
敬
称
略
〉



…
…
申
し
込
み
・
問
合
せ
先
…
…

介
護
老
人
保
健
施
設
と
ね

支
援
相
談
員
・
千
明
（
☎
22

−

８
８
５
５
）

一人は万人のために 万人は一人のために

ポリフェノ－ルを含む、そば「10 割、8 割」を食べて病気予防を心がけましょう。（ポリフェノールには活性酸素を除去する作用があります）

（３） 第526号2013年７月１日（毎月1回1日発行）

空

梅

雨

に

雑

草

繁

る

四

釜

川

艶
め
け
る
事
な
く
老
い
て
夏
の
句
座

風
薫
る
夢
も
胸
う
つ
八
十
路
坂

夕
茜
田
の
面
に
映
え
て
植
え
終
る

夕
立
や
妻
と
私
を
分
け
て
降
り

ほ
の
甘
き
風
流
し
居
り
朴
の
花

花
一
つ
咲
い
て
淋
し
い
二
輪
草

沼
田
市
下
沼
田
町　

丸
岡　

勇
吉

沼
田
市
上
久
屋
町　

坂
田　

保
男

沼
田
市
上
発
地
町　

山
田
千
恵
子

沼
田
市
上
発
地
町　

桑
原　

昭
一

み
な
か
み
町
師　

増
田　

耕
寿

昭
和
村
貝
野
瀬　

梅
沢　

ま
つ

昭
和
村
貝
野
瀬　

横
坂　

庄
三

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
家
で
は
し
な
い
掃
除
す
る

悪
い
シ
ー
ン
国
の
威
信
を
汚
す
維
新

八
策
も
万
策
尽
き
て
仲
間
割
れ

沼
田
市
薄
根
町　

加
瀬
田
フ
サ
ヱ

沼
田
市
薄
根
町　

宮
下　

筆
彰

み
な
か
み
町
相
俣　

三
国
路
青
猿

日
を
受
け
て
斜
面
の
木
々
の
間
を
埋
め
て
う
つ
む
き
て

咲
く
か
た
く
り
の
花

明
日
か
ら
厳
し
き
寒
気
来
る
と
云
ふ
納
棺
済
み
し
夫
の

墓
思
ふ

夕
闇
に
十
薬
の
花
く
っ
き
り
と
白
く
浮
び
て
わ
が
庭
照

ら
す

濃
緑
に
岩
輝
け
る
渓
流
を
集
ふ
歓
声
吹
割
れ
の
滝
　
　

　早
朝
の
背
戸
の
木
下
に
此
方
向
き
毛
の
生
え
変
り
し
羚

羊
二
頭

重
機
動
き
蛍
飛
び
交
う
生
息
地
ま
た
一
つ
消
ゆ
葦
の
原

消
ゆ

被
災
地
を
訪
ひ
義
捐
金
届
け
つ
つ
街
壊
滅
の
爪
あ
と
に

哭
く

又
少
し
肥
っ
た
か
な
と
笑
ひ
つ
つ
主
治
医
は
膝
に
ヒ
ヤ

ル
ロ
ン
サ
ン
打
つ

沼
田
市
東
原
新
町	

田　

辺　

善　

三

　
沼
田
市
横
塚
町	

樋　

口　

あ
さ
子

　
沼
田
市
上
沼
須
町	

大　

竹　

春　

江

　
沼
田
市
岡
谷
町	

大　

嶋　

愛　

子

　
沼
田
市
白
沢
町	

飯　

田　

清　

子

　
川
場
村
門
前	

桒　

原　

謙　

一

　
昭
和
村
川
額	

板　

橋　

き
み
江

　
昭
和
村
森
下	

倉　

沢　

さ
な
へ

大
人
の
発
達
障
害

ま
な
ス
ト
レ
ス
に
敏
感
に

な
り
や
す
い
の
も
発
達
障

害
の
特
徴
で
す
。
社
会
構

造
の
複
雑
化
も
大
人
の
発

達
障
害
を
目
立
ち
や
す
く

し
て
い
る
要
因
の
ひ
と
つ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

大
人
の
発
達
障
害
が
本

当
に
増
加
し
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
は
、
様
々
な
議

論
が
あ
り
ま
す
。
本
来
は

生
物
学
的
（
先
天
的
）
な

告
が
あ
り
ま
す
。
実
は
身
近
な
話

題
の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。

　
〈
脳
の
働
き
方
の
個
性
〉が
子
ど

も
の
頃
か
ら
わ
か
り
や
す
く
表
れ

た
場
合
は
早
期
か
ら
の
支
援
が
可

能
で
す
。
と
こ
ろ
が
軽
症
例
や
知

的
能
力
が
あ
る
程
度
高
い
人
の
場

合
、
幼
少
期
に
は
気
付
か
れ
に
く

い
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ

れ
が
中
学
生
や
高
校
生
、
あ
る
い

は
人
付
き
合
い
が
深
ま
る
大
人
社

会
に
出
て
初
め
て
、
そ
の
特
性
に

悩
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ま
ざ

　

月
夜
野
東
支
部
の
副
支
部
長
を

務
め
る
中
村
さ
ん
。
大
病
を
患
っ

た
際
、
富
岡
先
生
に
命
を
助
け
ら

れ
た
こ
と
か
ら
病
院
に
は
恩
義
を

感
じ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

実
は
支
部
の
運
営
委
員
を
始
め

て
ま
だ
一
年
ほ
ど
。
ま
ず
は
地
域

の
実
情
を
知
っ
て
、
組
合
員
と
の

繋
が
り
を
持
つ
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
と
、
昨
年
は
真
庭
地
区
の
組
合

員
名
簿
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

地
図
落
と
し
を
行
っ
て
各
班
の
区

域
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
り
、
機
関

紙
の
配
ら
れ
て
い
な
い
地
域
で
の

配
布
者
探
し
を
行
っ
た
り
し
ま
し

た
。
真
庭
政
所
班
の
皆
さ
ん
の
が

ん
ば
り
も
あ
り
、
班
会
に
参
加
す

る
仲
間
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

病
院
建
設
に
伴
う
多
く
の
医
師

の
確
保
や
設
備
の
充
実
に
よ
り
、

診
療
圏
外
か
ら
も
患
者
が
来
る
よ

う
な
最
先
端
の
医
療
を
提
供
で
き

る
病
院
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
希
望

を
語
る
中
村
さ
ん
。
院
内
の
雰
囲

気
や
医
療
の
質
が
上
が
る
こ
と
に

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

「
発
達
障
害
」と
は
？

み
な
か
み
町
真
庭
　
中
村 

秀
夫 

さ
ん

「
地
域
の
実
情
を
知
る
た
め
に
」

「
発
達
障
害
」
は
子
ど
も
た
ち
の
話
題
と
し
て
学
校
教
育

現
場
か
ら
広
ま
っ
た
概
念
で
し
た
。
落
ち
着
き
の
な
い

子
、
学
校
に
行
け
な
い
子
、
集
団
に
溶
け
込
め
な
い
子
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
大
人
の
世
界
に
も
あ
り
そ
う
だ
…
…
と

い
う
の
が
今
回
の
話
題
で
す
。

利根中央病院
精神科医師

藤 平 和 吉

　

発
達
障
害
は
〈
生
ま
れ
つ
き
〉

の
〈
脳
の
働
き
方
の
個
性
〉
の
よ

う
な
も
の
で
す
。“
発
達
”と
い
う

表
現
か
ら
は
親
の
育
て
方
や
家
庭

環
境
な
ど
後
天
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

連
想
し
ま
す
が
、
原
則
的
に
は
先

天
的
な
要
素
で
す
。
そ
の
意
味
か

ら
は
、
ご
本
人
の
努
力
不
足
で
も

な
け
れ
ば
ご
両
親
の
育
て
方
の
問

題
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
か
ら
、
例
え
ば
発
達
障
害

の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
自
閉
症
ス
ペ

ク
ト
ラ
ム
障
害
」
は
、
一
般
人
口

の
二
〜
七
％
に
見
ら
れ
る
と
の
報

大
人
の
発
達
障
害
は

「
増
え
た
」
の
か
？

「
自
分
」を
知
っ
て「
長
所
」を
生
か
そ
う

大
人
の
発
達
障
害

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
大
ま
か
な
分

類
は
図
1
の
と
お
り
で
す
。
ア
ス

ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
な
ど
を
含
む
自

閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
で
は

「
他
人
の
気
持
ち
が
読
め
ず
上
手

に
付
き
合
え
な
い
」「
こ
だ
わ
り
が

強
く
些
細
な
こ
と
に
敏
感
に
な
り

や
す
い
」
な
ど
の
症
状
で
悩
む
場

合
が
あ
り
ま
す
。
注
意
欠
陥
・
多

動
性
障
害
で
は
「
落
ち
着
き
が
な

い
」「
忘
れ
物
が
多
い
」「
ぼ
ん
や

り
し
て
い
て
上
司
か
ら
い
つ
も
注

意
さ
れ
る
」
な
ど
で
不
自
由
を
感

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
標

準
的
な
発
達
（
定
型
発
達
）
の
人

た
ち
に
比
べ
る
と
、
日
常
の
様
々

な
場
面
で
「
生
き
に
く
さ
」
を
感

じ
や
す
い
点
で
す
。
そ
の
意
味
で

は
確
か
に
「
障
害
」
で
あ
り
、
適

切
な
支
援
と
と
も
に
周
囲
の
人
た

ち
の
理
解
や
協
力
が
必
要
で
す
。

そ
の
一
方
で
「
障
害
と
ば
か
り
は

い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
？
」
と

い
う
、
少
し
違
っ
た
見
方
も
あ
り

ま
す
。

　

脳
が
独
特
に
働
く
と
い
う
こ
と

は
、
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
の
気
持
ち
が
読
み
づ

ら
い
と
い
う
特
性
は「
独
自
性
」に

つ
な
が
り
ま
す
。
こ
だ
わ
り
が
強

い
と
い
う
特
性
は
「
最
後
ま
で
諦

め
ず
粘
り
強
く
や
り
遂
げ
る
」
と

い
う
強
み
に
も
な
り
ま
す
。
一
見

「
障
害
」
と
思
わ
れ
る
特
性
も
、

“
社
会
的
に
好
ま
し
い
形
”
で
発

揮
さ
れ
れ
ば
、
芸
術
で
も
ス
ポ
ー

ツ
で
も
学
問
の
分
野
で
も
、
定
型

発
達
者
に
は
真
似
で
き
な
い
よ
う

な
業
績
を
残
し
た
り
し
ま
す
。
歴

史
に
名
を
遺
し
た
偉
人
た
ち
の
多

く
が
「
発
達
障
害
だ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
」と
い
わ
れ
る
所ゆ

以え
ん
で
す
。

　

発
達
障
害
の
可
能
性
が
気
に
な

る
方
は
、
行
政
機
関
の
窓
口
（
保

健
福
祉
事
務
所
や
発
達
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
で
相
談
し
た

り
、
日
常
生
活
が
困
難
な
ほ
ど
の

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は

発
達
障
害
だ
っ
た
？

「
自
分
」
を
知
り

「
長
所
を
生
か
す
」

強
い「
困
り
感
」が
あ
る
場
合
は
医

療
機
関
へ
の
受
診
も
可
能
で
す
。

　

と
は
い
え
、
発
達
障
害
自
体
は

現
代
医
学
を
も
っ
て
し
て
も
根
幹

治
療
す
る
こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
。

い
や
実
は
、「
治
療
」
と
い
う
発
想

か
ら
一
旦
離
れ
な
い
と
い
け
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
何
と
な
れ

ば
そ
の
〈
脳
の
働
き
方
の
個
性
〉

こ
そ
が
、
そ
の
人
ら
し
さ
で
あ
り
、

そ
の
人
そ
の
も
の
だ
か
ら
で
す
。

　
「
治
す
・
取
り
去
る
・
解
決
す

る
」
と
い
う
発
想
か
ら
、
自
分
の

特
徴
と
「
ど
う
付
き
合
か
」「
ど
う

生
か
し
て
い
く
か
」
と
い
う
発
想

に
切
り
替
え
る
視
点
も
あ
り
そ
う

で
す
。

　

私
が
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
患
者
さ
ん
の
中
に

は
、〈
脳
の
働
き
方
の
個
性
〉
を

「
自
分
の
持
ち
味
」
と
し
て
存
分

に
発
揮
し
て
い
る
方
が
何
人
も
お

ら
れ
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
個
性
が
、
み
ん
な

で
仲
良
く
協
力
し
合
っ
て
共
存
で

き
る
社
会
…
…
利
根
沼
田
が
そ
ん

な
場
所
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
心
か

ら
思
い
ま
す
。

＊
俳
句
（
当
季
雑
詠
）・
短
歌
・
川
柳
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

連
絡
先
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

利
根
保
健
生
協
「
な
か
ま
の
作
品
係
」

郵
送
先　

〒
三
七
八
︱
〇
〇
三
五　

沼
田
市
東
原
新
町
一
八
六
一
の
一

ボランティア

募 集

「歴史と活動に学ぶ」連続講演会
第一回～利根中央診療所の思い出～

も
の
で
す
か
ら
数
十
年
で
急
激
に

増
え
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
医

学
知
識
の
普
及
で
「
発
見
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
だ
け
」
と
い
う
の

が
一
般
的
な
考
え
方
で
す
。
そ
の

一
方
で
「
環
境
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の

影
響
で
自
閉
症
が
増
え
て
い
る
」

と
す
る
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　

発
達
障
害
に
は
い
く
つ
か
の
タ

発
達
障
害
の「
種
類
」

　

老
健
と
ね
恒
例
、
利
用
者
さ
ん
の
お
ぎ
ょ
ん
（
沼
田

ま
つ
り
）
見
物
へ
の
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
大
募
集

し
ま
す
。
８
月
５
日
（
月
）
13
時
～
15
時
頃

利
用
者
車
い
す
の
介
助

利根保健生協創立 60 周年記念事業

　利根中央病院の前身となる利根中央診療所が東倉内町に設
立されてから、2014年で60年を迎えます。この間、たくさ
んの人々の協力と期待の下、地域の命と健康を守ってきまし
た。地域医療とは何か、利根保健生協に何ができるのか、思
い出話に花を咲かせつつ、今後のあり方を考える機会としま
す。皆様お誘いあわせの上、ご参加ください。

◆日時　2013年7月30日（火）
17:30〜19:00

◆場所　利根中央病院研修棟 講堂

◆リレートーク講演者（診療所元職員）

　  得能 淑子 さん（元看護婦長）
　  金井 和夫 さん（元理事長）
　  山路 達雄 さん（元病院長）

＜お問い合わせ＞
60周年記念事業実行委員会事務局

☎22-2300

図１　「発達障害」の大まかな分類

その他
（学習障害など）

知的障害
（精神遅滞）

自閉症
スペクトラム障害
（広汎性発達障害）

注意欠陥・
多動性障害
（ＡＤＨＤ）

さとう正二『秋風急なり』より



沼田市久屋原町

反町心
こゆき

優希ちゃん（９ヶ月）
ずいばりも上手になりました！

利 根 の 保 健 （４）第526号2013年７月１日（毎月1回1日発行）

沼
田
市
新
町

川
場
村
川
場
湯
原

　
　

優ゆ
う
か花

ち
ゃ
ん
（
４
歳
）

　
　

文ぶ
ん
じ慈

く
ん
（
１
歳
）

須
田
結ゆ
い
と斗

く
ん
（
９
ヶ
月
）

星
野
銀ぎ
ん
じ慈

く
ん
（
３
歳
）

☆
仲
良
し
☆
姉
弟
で
す
！

毎
日
け
ん
か
し
て
ま
す
！

み
な
か
み
町
下
牧

昭
和
村
糸
井

み
な
か
み
町
上
津

沼
田
市
坊
新
田
町

高
橋
愛あ

い
り凛

ち
ゃ
ん
（
１
歳
１
ヶ
月
）

高
橋
碧そ
ら天

く
ん
（
１
歳
６
ヶ
月
）

中
山
大た
い
が雅

く
ん
（
11
ヶ
月
）

小
林
奈な
の
は希
羽
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

我
が
家
の
お
て
ん
ば
娘
★

ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
大
好
き
で
す
★

楽
し
く
保
育
園
に
通
っ
て
ま
す
♪

二
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
♥

主食に発芽玄米（玄米に比較して旨味、甘味多い）を加えて健康維持を心がけましょう　　白米に比べてストレス軽減作用で知られるギャバが 10 倍もあります

５月班会開催一覧

骨
粗
鬆
症
の
は
な
し
・
骨
密
度

　
　

測
定
／
脳
い
き
い
き
体
操

10
種
類
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

認知症のはなし

歯の健康／健康体操／体組成

骨
粗
鬆
症
の
予
防
に
つ
い
て
学
び
、

体
操
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！！

健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
に
笑
い
が
た

え
ま
せ
ん
で
し
た

認知症予防と見守り方を紙芝居で学びました

歯科医師から糖尿病と歯周病を学びました

片品　花咲鍛冶屋班

沼田西　健康チェック班会

昭和南　入原合同班会　

沼田西　薄根町10－1班

組合員ホールにぎわい　MOB班

沼田北　桜町合同班会

班会あれこれ
おらがまちの

①	あじを焼いて身をほぐす。きゅうりは
薄切りにして、軽く塩をふって、しば
らくおいてから水気を切る。
②	ごまをすり、みそ・めんつゆを加え
混ぜ合わせておく。
③	刻んだ大葉・みょうが・ほぐしたあじ・
きゅうりを②に入れる。茹でてよく
水洗いしたそうめんをつけてお召し
上がりください。

□作り方□

支部名 人数班　　名 班会内容班長 ・代表名
沼田東

　

沼田西

沼田南

利　南

池　田
薄　根
川　田

白　沢
利根北
片　品

川　場
月夜野東

水　上

新　治
昭和東

職域・他

病棟・他
総計

村田　定蔵
生方　輝房
松崎　俊一
金子　宣枝
諸田佐貴代
高橋　道子
清水　一郎
小林永久子
金子　くら
戸部　大吉
金子　くら
佐藤　郁子
小池よし子
岡嶋　禎子
生方勢津子
黒田　弘志
片野　敏雄
馬場半次郎
下　　ろく
織田澤澄世
梅澤　章二
星野　早苗
大島みさ江
穂苅　勝代
深津　文子
高橋　銀子
角田　梅子
加藤　眞喜
戸丸　長太
星野　　司
星野　邦子
片桐とく子
佐藤　　興
渋谷  典子
尾崎　雅子
真庭　利治
中村　秀夫
広橋　絹代
小林　一義
深津ハルイ
山田八重子
都丸　富子
都丸　富子
福井ふさ子
阿部　鶴枝
砂川　久子
平沢　文恵
鈴木　芳美
富沢カヅエ
須藤　澄子
加藤久美子
岡嶋　禎子
岡嶋　禎子
岡嶋　禎子
岡嶋　禎子
岡嶋　禎子
山田周一郎
林　　マツ
林　　マツ
本多　博子
太田ヒサ子
西畠みどり

脳いきいき
脳いきいき
高齢者のストレッチ体操
高齢者のストレッチ体操
高齢者のストレッチ体操
高齢者のストレッチ体操
高齢者のストレッチ体操
大腸がんチェック
検査結果のみかた
検査結果のみかた
温泉でのんびり・買い物
認知症予防の話
健康チェック班会
健康チェック班会
健康チェック班会
スカッと万歩クラブ
内臓脂肪対策について
指圧
指圧
入れ歯の話
生活習慣病について
指圧
認知症について
大腸がん・ピロリ菌チェック
足指力チェック
足指力チェック
転倒予防体操
尿失禁の話・骨盤体操
健康体操・グラウンドゴルフ
健康体操・グラウンドゴルフ
骨粗鬆症の話
アルツハイマーについて
肝臓病について
肝臓病について
カブト・鯉のぼりづくり
カブト・鯉のぼりづくり
カブト・鯉のぼりづくり
脳いきいき班会
脳いきいき班会
脳いきいき班会
座談会
絵手紙教室
絵手紙教室
体組成チェック
体組成チェック
体組成チェック
体組成チェック
体組成チェック
骨粗鬆症の話
セラバンド体操
セラバンド体操
ラジオ体操・脳いきいき体操
ラジオ体操・脳いきいき体操
ラジオ体操・脳いきいき体操
ラジオ体操・脳いきいき体操
ラジオ体操・脳いきいき体操
歯のはなし・健口体操
民謡踊り
民謡踊り
茶会
手芸・小物作り
肥満の話・体組成チェック

3
3
3
3
3
4
3
5
5
4
8
6
15
15
14
3
5
4
3
5
4
7
6
7
5
4
6
4
4
4
5
4
4
5
5
5
4
4
5
4
5
11
11
4
4
4
4
4
6
3
3
6
5
10
10
10
5
7
7
19
7
14
381

上原町 6-2
上原町 7-3
材木町 5-1
東原新町 2-3
東原新町 3-3
東原新町５
西原新町 7-1・2
材木町11-3
榛名町 8-2
榛名町 2-2
榛名町 8-2
薄根町 6-1
清水町合同
榛名町合同
薄根町合同
薄根町11-3
薄根町 6-5
鍛冶町 10
鍛冶町 5
上久屋馬場
沼須合同
戸鹿野町１、２
岡谷西 1
恩田合同
下川田町 宮塚１
下川田町 宮塚２
尾合 上
高戸谷合同
菅沼１
菅沼２
花咲 鍛冶屋
中野合同
後閑 上入
後閑 下入
政所合同
真庭合同
真庭合同
上牧合同
下牧合同
後閑合同
月夜野東合同
虹の会
虹の会
湯原 湯原上 - １
湯原 若栗上
湯原 上の平１
湯原 中央１
湯原 中央２
須川 十二河原
糸井 中宿
糸井 常木 -1
福寿草
福寿草
福寿草
福寿草
福寿草
ＭＯＢ
民謡踊りサークル
民謡踊りサークル
四季の席
手芸くらぶ遊布
ふれあいの輪

63

「きれいだね！」

　日本バラ切り花群馬県支部
北毛ブロックの生産者（会員
10人）からバラ140本の寄贈
があり、入院中の患者さん代
表3人が「きれいだね」「早
く元気になるぞ」と笑顔で受
け取りました。

腰痛と膝痛の予防
整形の看護師から実践例を学びました

大腸がんチェック
大腸がんチェックの後、笑いの効用を学びました

（栄養課  大川 達也）

材料（２人分）
あじ…１尾　きゅうり…１本
大葉…２枚　みょうが…１ヶ
ごま…大さじ３
みそ…大さじ２
めんつゆ…適量
　（濃縮によって変えてください）

冷や汁風そうめん
月
夜
野
東
支
部

藤
原
京
子	

さ
ん

お
茶
席
「
四
季
の
席
」―
春
―

　
　
　
　
　
に
出
席
し
て

　

５
月
14
日
、
み
な
か
み

歯
科
の
「
虹
ホ
ー
ル
」
で
、

お
茶
の
席
が
開
か
れ
ま
し
た
。「
か

た
く
る
し
く
な
く
椅
子
で
す
か
ら
」

と
お
誘
い
を
受
け
、班
の
み
な
さ
ま

と
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
二
人
は
涼

や
か
な
着
物
姿
で
迎
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。「
山
雲
海
月
情
」
の
軸
、

地
元
で
摘
ん
だ
花
が
活
け
ら
れ
、

「
あ
け
び
、
深
山
鳴
子
百
合
」
等
々
、

花
の
名
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

う
す
紫
色
の
菖
蒲
の
形
の
和
菓

子
を
い
た
だ
き
、
茶
碗
に
た
て
ら

れ
た
お
茶
を
「
ズ
ズ
ー
」
と
音
を

立
て
て
飲
み
、
音
を
立
て
る
の
は

む
ず
か
し
い
と
み
ん
な
で
楽
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

立
夏
を
過
ぎ
、
思
い
が
け
ぬ
一

期
一
会
の
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　６月８日（土）、群馬県トラック協会沼田
支部で、「睡眠時無呼吸症候群」と「禁煙外
来」について、内科の原田部長と吉野看護師
が講演しました。
　これは「安全と命」に直結する内容なので
皆さん熱心に耳を傾けていました。
　協会では無呼吸症候群を調べる検査の助成
金制度もあり、簡易テストで「疑い」の人に
は、受診を呼びかけました。

トラック協会沼田支部で講演


